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連 橋爪 法一 090-5392-1961 (吉川区代石) 
絡 橋本 正幸 080-1980-9855 (三和区鴨井) 
先 上野 公悦 090-7260-9407 (頸城区中柳町) 

 

 

橋
本
正
幸
議
員
は
市
議
会
交
通
政
策
調

査
対
策
特
別
委
員
会
の
視
察
に
参
加
し
ま

し
た
。
以
下
は
橋
本
議
員
の
報
告
で
す
。 

 

16
日
は 

長
野
県
安
曇
野
市
で
、
デ
マ

ン
ド
交
通
の
取
組
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま

し
た
。
同
市
で
は
10
年
前
か
ら
デ
マ
ン

ド
交
通
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

経
過
を
書
き
ま
す
と
、
平
成
18
年
７

月
、
国
土
交
通
省
の
公
共
交
通
活
性
化
総

合
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
を
活
用
し
、
検
討
会

を
設
置
。
関
係
者
と
連
携
し
つ
つ
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
寄
せ
ら
れ
た
各
地
域

の
住
民
意
向
を
十
分
反
映
し
な
が
ら
検
討

を
重
ね
、
平
成
19
年
９
月
か
ら
「
あ
ず

み
ん
」
（
写
真
）
の
愛
称
で
14
台
の
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。 

 

視
察
の
中
で
、
改
め
て
思
っ
た
の
は
、

車
な
ど
の
移
動
手
段
を
持
っ
て
い
な
い
住

民
が
低
料
金
で
利
用
で
き
る
仕
組
み
が
大

事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
こ

の
制
度
を
つ
く
る
う
え
で
各
地
域
の
住
民

の
声
を
十
分
聴
く
よ
う
に
し
て
き
た
と
い

う
点
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。 

 

17
日
は
長
野
県
伊
那
市
で
、
全
国
的

に
話
題
と
な
っ
て
い
る
市
街
地
循
環
バ
ス

の
運
行
に
つ
い
て
視
察
し
て
き
ま
し
た
。  

 

安
曇
野
と
比
べ
れ
ば
広
い
地
域
で
す

が
、
民
間
も
巻
き
込
ん
で
運
行
し
て
い
る

こ
と
は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
路

線
を
育
て
る
た
め
に
保
育
園
児
を
対
象
に

し
た
「
バ
ス
育
」
を
や
っ
て
い
る
と
か
、

乗
り
放
題
デ
ー
と
利
用
促
進
イ
ベ
ン
ト
を

や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
注
目
し
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
議
員
団
の
３
議
員
が
16
日
、
17
日
と
そ
れ
ぞ
れ
が
所
属
す
る
特
別
委
員
会
の
視
察
に
参
加

し
ま
し
た
。
今
号
で
は
橋
本
正
幸
議
員
と
上
野
公
悦
議
員
の
視
察
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

 

 上野公悦議員は移住定住促進対策特別委員会の委員長で

す。山梨県甲府市と長野県伊那市を訪れ、移住定住の取組

などについて視察してきました。以下は上野議員の報告で

す。 

 紙面の制約もあり、今回は甲府市での視察について報告

します。 

 甲府市の面積は212.47㎢で、人口は現在18万9067人。市

では平成28年3月に「甲府市総合戦略」を策定し、2060年

の人口目標値を16万8500人と定め、移住・定住の独自の取

り組みを行い大きな効果をあげています。 

 甲府市の取り組みの特徴は、「こうふコンシェルジュ」

配置と「移住ノート」の取り組みです。 

 平成27年8月に移住・定住コンシェルジュ（「管理人」

というような意味）を配置。移住・定住業務に加え、ＳＮ

Ｓ（朝日新聞のキーワードでは、「ソーシャル・ネット

ワーキング・サービスの略で、人と人とのつながりを支援

するインターネット上のサービス広げられるフェイスブッ

クが代表格」と解説されています）を活用したシティプロ

モーション活動により、甲府市の多様な魅力の発信を精力

的に行っています。コンシェルジュは、山梨日日新聞社編

集局、山梨放送報道局映像情報部山梨放送編成局テレビ制

作部などで精力的に仕事をしていた若い精力的な成澤治子

氏を採用。民間目線から様々なアイディアで移住・定住促

進対策に取り組んでいます。 

 「移住ノート」は双方向的な観点で、甲府市エリア診断

や移住希望者による「どんな暮らしをしたいか」、｢住ま

いについての希望の条件」、「お金のことや仕事の

こと」、「子どもの教育のこと」など自由に書いて

もらい、移住の悩みや気持ちなどにも積極的にこた

えられる仕組みとなっています。 

 同市では、こうした取り組みを通じて、移住につ

いての相談者は2年半で516組1000人を超えました。

移住決定数も57組113人、今年4月から9月末までだ

けでも移住決定数9組17人（報告済みの数字だけで

も）を数えているとのことです。 

 移住・定住対策は移住者への補助金の優位さなど

を提起することでは決して成功しません。若い人た

ちを中心に〝住み続けたい、住んでいて良かった〟

と思えるような総合的な魅力あるまちづくりや移住

希望者に寄り添った悩みや課題解決が大きな決め手

になっている、と感じました。 

【お詫びとお知らせ】先週号の｢しんぶん赤旗｣日曜版に折

り込みました市政報告会のビラで、会場名が欠落してしま

いました。市政報告会は２６日午後６時半からワークパル

上越にて開催しました。多くの読者の皆さんにご心配とご

迷惑をおかけしました。心よりお詫び申し上げます。 


